
 芦屋市 法適用申請に対する処分個票 

ID: 184   

担当部署: 消防本部 消防室 予防課  

処分の概要 危険物施設設置・変更の許可 

法 令 名 

根 拠 条 項 
消防法 第11条第1項 

法 令 番 号 昭和23年法律第186号 

【根拠条文】 

第11条 製造所、貯蔵所又は取扱所を設置しようとする者は、政令で定めるところにより、製

造所、貯蔵所又は取扱所ごとに、次の各号に掲げる製造所、貯蔵所又は取扱所の区分に応じ、

当該各号に定める者の許可を受けなければならない。製造所、貯蔵所又は取扱所の位置、構

造又は設備を変更しようとする者も、同様とする。 

(1) 消防本部及び消防署を置く市町村(次号及び第3号において「消防本部等所在市町村」

という。)の区域に設置される製造所、貯蔵所又は取扱所(配管によつて危険物の移送の取

扱いを行うもので政令で定めるもの(以下「移送取扱所」という。)を除く。) 当該市町

村長 

(2) 消防本部等所在市町村以外の市町村の区域に設置される製造所、貯蔵所又は取扱所

(移送取扱所を除く。) 当該区域を管轄する都道府県知事 

(3) 一の消防本部等所在市町村の区域のみに設置される移送取扱所 当該市町村長 

(4) 前号の移送取扱所以外の移送取扱所 当該移送取扱所が設置される区域を管轄する

都道府県知事(二以上の都道府県の区域にわたつて設置されるものについては、総務大

臣) 

2 前項各号に掲げる製造所、貯蔵所又は取扱所の区分に応じ当該各号に定める市町村長、都

道府県知事又は総務大臣(以下この章及び次章において「市町村長等」という。)は、同項の

規定による許可の申請があつた場合において、その製造所、貯蔵所又は取扱所の位置、構造

及び設備が前条第4項の技術上の基準に適合し、かつ、当該製造所、貯蔵所又は取扱所にお

いてする危険物の貯蔵又は取扱いが公共の安全の維持又は災害の発生の防止に支障を及ぼ

すおそれがないものであるときは、許可を与えなければならない。 

3 総務大臣は、移送取扱所について第1項第4号の規定による許可をしようとするときは、そ

の旨を関係都道府県知事に通知しなければならない。この場合においては、関係都道府県知

事は、当該許可に関し、総務大臣に対し、意見を申し出ることができる。 

4 関係市町村長は、移送取扱所についての第1項第4号の規定による許可に関し、当該都道府

県知事又は総務大臣に対し、意見を申し出ることができる。 

 

【基準】 

 根拠条文に同じ。 

 

 消防法等に関する行政手続法施行上の留意事項について(平成6年9月28日消防総第705号、

消防予第246号、消防危第79号、消防災第211号、消防震第69号、消防特第179号)参照 

標準処理期間 30日 

備考  



 芦屋市 法適用申請に対する処分個票 

 

 

設 定 年 月 日 平成28年4月1日 最終変更年月日 令和5年4月1日 

 


